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富山市公民館連絡協議会   

富山市教育委員会 

          

令和２年９月３０日（水）午後１時３０分より  

 

富山市婦中ふれあい館 ふれあいホール 

富山市婦中町砂子田1－１  ４６５-３１１３ 

 

５ 参加者     市立公民館・自治公民館関係者          

  

６ 研修課題     公民館が地域づくりに果たす役割について 

               

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ 研修会 

 ＜司会＞市立倉垣公民館 館長 五十嵐 邦彦 氏（第８ブロック） 

（１）特別講演   

①   演題 「洪水に備える～洪水ハザードマップと避難～」 

②   講師  富山市建設部防災対策課 主幹 中 野 卓 也 氏 

                     河 川 課  課長代理 余 西  誠 氏 

 

（２）事例発表（話題提供）        

   ① 発表者 古 沢 自 治 会 会長 長谷川 敏博 氏（第９ブロック） 

水橋舘町町内会 会長 大 野 雅 司 氏（第10ブロック） 

   ② 内 容 自治公民館運営の現状と問題点について 

   ③ 協 議 研修内容に基づき意見交換            

 

 

13:00  受付 

13:30  開会の挨拶・市挨拶 

13:40  特別講演  

（14:40 ～14:50  休憩） 

14:50  事例発表（話題提供） 

 協議（意見交換） 

15:50  

16:00 

閉会の挨拶  

終了 

４  会 場 

1 趣 旨 豊かな活力ある町づくりを目指す自治公民館の効果

的な活動や地域との連携など、地域における社会教育

活動の指導者として必要な資質の向上を図る。 

２ 主  催 

３ 日 時 

７ 日 程 



洪水に備える～洪水ハザードマップと避難～ 

 

                    富山市建設部防災対策課   

                        主幹 中 野 卓 也 

建設部河川課     

                        課長代理 余 西   誠  

                         

１ 河川管理者や水防管理団体、市町村等が連携した減災の取組み 
近年、全国各地で豪雨による災害が頻発しており、平成３０年７月豪雨を

はじめ、令和元年台風第１９号や令和２年７月豪雨など、甚大な洪水の被害

は、記憶に新しいところではないかと思います。 

このような洪水に際し、水災を警戒し、防御し、被害を軽減させる対策を

統一的に実施するため、昭和２４年に水防組織や水防活動等を定めた水防法

が制定され、これまでの洪水等の大きな災害を踏まえ、改正が繰り返されて

きました。 

平成に入ってからは、大きな改正として、平

成１２年９月の東海豪雨などの被害を受け、

平成１３年に浸水想定区域の公表等が位置付

けられており、また、本市でも大きな被害のあ

った平成１６年には、梅雨期の集中豪雨や度

重なる台風の上陸により全国各地で被害が多

かったことなどから、平成１７年の法改正で

洪水ハザードマップによる周知が義務化され

ました。 

さらに、平成２３年９月の三重県相野谷川

をはじめ、平成２５年７月の山口県須佐川、田

万川、平成２６年７月の沖縄県天願川では、従

来の浸水想定を上回る氾濫が発生したことか

ら、平成２７年の法改正では、浸水想定区域が

想定し得る最大規模の降雨に対応したものに

拡充されました。 

このような状況下で、平成２７年９月の関

東・東北豪雨では、線状降水帯によって長時間

強い雨が降り、鬼怒川の堤防が決壊し、氾濫流

による家屋の倒壊・流失や広範囲かつ長期間

の浸水が発生し、また避難の遅れも加わり、近

年の水害では類を見ないほどの多数の孤立者

が発生しました。 

平成 16 年 10 月 神明校区浸水状況 

三重県 紀宝町（高岡地区）浸水状況 

－ 1 －



これを受け、国では、鬼怒川における水害

及び今後の気候変動を踏まえた課題に対し

て「洪水を河川内で安全に流す」従来の対策

だけでは限界があるため、氾濫の発生を前提

として社会全体で備える「水防災意識社会」

を再構築することを目指し、河川管理者・都

道府県・市町村等からなる協議会等において

減災目標を共有し、ハード・ソフト対策を一

体的・計画的に進める方針を定めました。 

本市においては、「常願寺川、神通川、庄

川及び小矢部川等大規模氾濫に関する減災

対策協議会」の一員として、排水ポンプ車に

よる水防活動をはじめ、洪水ハザードマップ

の作成・周知、タイムラインの作成、防災啓

発や防災教育の実施、避難確保計画の策定促 

進など、減災に向けた様々な取組みについて、関係機関と共有・連携しなが

ら進めているところです。 

 

２ 富山市洪水ハザードマップ 
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３ 洪水からの避難 
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宮の神事も公民館活動の一つ

 一昨年まで町内会長が公民館長を
 兼ねていた

 町内行事と公民館行事の区別が
 ついていない

公民館隣に町内独自で神社を抱えている

富山湾まで1ｋｍ弱であり、橋祭り会場
までは、250ｍ程度の位置にある

川の真ん中から打ち上げる花火は、
非常に近く迫力満点

川の両サイド、橋の上の提灯や吹き流し
吊り、取り外し、祭りの翌日の清掃も公民
館事業としている

西は浜黒崎、東は滑川

川幅80ｍ程度

2－ 13 －



世帯数の減少
空き家、空き地が増えている

少子高齢化

顔合わせから会話へ
会話からコミュニケ－ションへ

各団体町内会長を中心に連携

公民館行事と町内行事の区別がはっきり
とはついていないが、団体が協力し合い
すべての行事をみんなで！

3－ 14 －



メインの納涼祭準備風景

高机を準備（高齢者用）

午後4時から開催

熱中症対策で準備時間は短く

高机が好評

ビンゴゲ－ムが好評

空くじなしが好評

朝９時から11時30分までに準備終了

子供・高齢者のためPM8：30で終了

神輿は公民館で保管

町内独自の神社であるため練り歩きも公民
館行事の一環として捉えている

4－ 15 －



今後の公民館活動の悩み

コロナウィルス感染防止

校下納涼祭の準備、後片付け等の協力も公
民館長の役割り

ふるさと文化祭の準備、後片付け等の協力も
公民館長の役割り

草刈りに必要な器具は公民館で保管

今後、公民館建て替え時の注意事項も
必要？

5－ 16 －


